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ショート料理動画の字幕データに基づくレシピ補助情報の抽出
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あらまし KurashiruやDELISH KITCHENなどの 1分程度に編集されたレシピ動画は，短時間で料理の要点を概欄

可能であり，レシピ内容の把握が容易である．しかしながら，一度の視聴だけでは調理動作を理解することが困難で

ある．そこで，本研究では，既存のショート料理動画に含まれている，「食材や調味料」，「調理動作」から，それぞれ

の要素に重みづけを行い，補足情報を表示する個所を分析することで，ユーザの料理レベルに適合するアドバイスや

調理動作の詳細な説明や映像コンテンツを抽出するシステムの構築を目指す．

キーワード レシピ動画，テキストレシピ，補助レシピ情報

1. は じ め に

近年では，クックパッドや楽天レシピなどのようなユーザ投

稿型レシピサイトが普及している．これらのサイトの利点は，

無料で大量のレシピが閲覧可能であるため，利便性が高く，多

くのユーザが利用している．また，ユーザ自身のオリジナルの

レシピを投稿できるため，1つの料理においても複数のアレン

ジレシピを閲覧することも可能である．さらに，近年では上記

のようなテキストレシピサイトの他に，料理動画も話題になっ

ている．

料理動画は，テキストレシピと違い，文字ではなく，視覚的

な情報から料理の要点を知ることが可能になるコンテンツで

ある．主に難易度の高い料理は，料理番組でよく取り上げられ

ており，プロの料理人のアドバイスとオープンキャプションの

表示によって理解を容易にさせているため，多くの人が視聴

している．また，比較的に調理が難しくない料理に関しては，

Kurashiruや DELISH KITCHENなどの 1分程度に編集され

たショート料理動画で多く取り上げられている．これらの動画

は，料理の要点を映像とオープンキャプションを用いて解説

されており，その手軽さから現在注目されつつある．これらの

ショート料理動画は，短時間で料理の要点を概欄可能であり，

レシピ内容の把握を容易にすることができる．加えて，これら

のサイトで用いられている料理動画は，ノーカットの映像を早

送りで再生されているため，途中生成物の様子を確認すること

ができるため，感覚的に料理のコツを掴むことができる．

しかしながら，ショート料理動画は，映像自体の展開が早い

ため，映像を再生しながら調理を行うことは難しい．また，本

来であれば詳細に説明を行うべき調理動作に対しても必要以上

に情報の要約が行われている場合があるため， ユーザは，一

度レシピ動画を視聴しただけでは，調理動作をすべて理解する

ことは困難である．そこで，本研究では，ショート料理動画に

含まれているオープンキャプションや，映像内に含まれている

「食材」「調理動作」「器具」などのコンテンツを基に分析を行

う．動画内のコンテンツでは，主にそれぞれの出現頻度や使用

頻度から重みづけを行うことにより， ショート料理動画内で，

「より詳細に説明されるべき箇所」を判定する．

2. 関 連 研 究

王ら [1]は，ユーザが視聴している映像コンテンツに各ユーザ

が求めているコンテンツ（興味や関心）を反映させることがで

きていないことに注目し，上記の問題を解決するために，ユー

ザがどのレベルで映像コンテンツが含んでいる興味・関心を反

映させた映像を構成するかをシーンの話題性を X軸，編集した

映像の長さを Y軸にした 2軸で考察し，話題性と詳細度に基づ

く 4種類の映像コンテンツの中から適切な映像を自動生成する

手法を提案している．

秋口ら [2]は, 料理番組をレシピ番組と定義したうえで, 映像

内の「作業種類の多さ」「調理動作の並列性」「編集意図（カメラ

ワーク）」の 3点の要素を抽出し，レシピ動画の時間的特性に

基づいた難易度判定手法を提案した. 料理動画を扱った研究と

して類似しているが， 本研究では，料理番組ではなく, ショー

ト料理動画を扱ったうえで，それらの映像コンテンツに対して,

要約されている情報から補足情報を挿入する箇所を分析すると

いう点で差異がある．

牧野ら [3]は, 小学校, 中学校, 高等学校などで扱われている

家庭科の教科書にて出現する調理動作に着目し, 客観的に調理

動作の難易度を定義する研究を行った. また, ここで定義した

難易度を基に料理レシピの難易度を算出する手法を提案してい

る. この研究では, テキストに記載されてる調理動作からの難

易度判定を行っているが, 本研究では, 映像コンテンツから重み

づけを行うことで, 重要度を判別するという点で差異がある.

蒯ら [4]は, 料理番組映像を料理動画と定義し, 映像に含まれ

ている調理動作の中でも, 繰り返し行われている動作を解析し,

調理動作の分類を行う手法を提案している. この研究では, 料



理動画を扱った研究であるが, 本研究で扱っている料理動画は

料理番組ではなく, ショート料理動画を扱っているという点で

差異がある.

大滝ら [5] は, 料理レシピ動画に含まれている調理動作・器

具・食材の 3点に着目し, それぞれの出現回数や料理の移動回

数などを考慮し, 調理にかかるコストを算出する手法を提案し

ている. 本研究では, ショート料理動画を扱い, 出現頻度や出現

時間から重みづけを行ったという点で差異がある.

3. 提 案 手 法

まず，ショート料理動画内に映されている「食材と調味料」

「調理動作」それぞれの出現頻度や，出現時間・映像全体の時

間を算出する．次に， それぞれの要素の出現頻度から TF 値

を求め，その値に出現時間と映像時間を使って 4種類の計算を

行う．これらの計算を行った結果，算出された数値と補足され

るケースの高いと考えられる調理動作を照らし合わ，最も適応

していると考えられる計算式を判別する. また，今回の実験に

際して使用した映像は，ショート料理動画を取り扱った動画レ

シピサイトである Kurashiruから，無作為に 20件の映像を選

択した．これらの映像から，今回は全て手作業で「食材と調味

料」「調理動作」の出現頻度や出現時間を求め， それぞれの計

算を行った．

3. 1 実 験

実験では, まず前処理として Kurashiru から選択した 20 件

の映像データから「食材と調味料」「調理動作」などの出現頻度

や映像内での出現時間を，手作業で書き出したのちに，以下の

式でそれぞれの TF 値を求めた．

TF(t,d) =
nt,d∑

s∈d
(ns,d)

TF 値を求める際，tは食材キーワード，もしくは調理動作キー

ワードとし，d は対象のショート料理動画の集合とする． ま

た，これらの数値の他に，映像全体の長さを Aとし, 出現時間

を aとしたうえで計算を行う．

実験で行う計算は，以下の 4種類の計算式を用いて，どの計

算式が有用であるかを判別する．

（ 1） 出現頻度が多く，出現時間が長い

　 TF × (a/A)

（ 2） 出現頻度が多く，出現時間が短い

　 TF × (A/a)

（ 3） 出現頻度が少なく，出現時間が長い

　 1/TF × (a/A)

（ 4） 出現頻度が少なく，出現時間が短い

　 1/TF × (A/a)

上記の計算を，無作為に抽出した 20件のショート料理動画

で行うと図 1と図 2のような結果になった． 食材で 4種類の

計算を行った結果，計算式（1）が適合率の高い計算式である事

が判別できた. この計算で抽出された上位の食材は，主に，そ

のレシピの中で扱っている食材の中でも重要度の高いものが抽

出されたからである．また，計算式（4）では，主に調味料を中

心に上位へ抽出された．また，調理動作では，計算式（4）が適

図 1 食材と調味料の結果

図 2 調理動作の結果

合率の高い計算式である事が判別できた． この計算で抽出さ

れた上位の調理動作では，レシピ内に含まれている調理動作の

中で，一度失敗すると料理として破綻してしまうといった，重

要度が高いと考えられる調理動作が抽出する事ができたため，

計算式（4）が適合していると判別した．

4. 考 察

4章で述べた結果から，「食材と調味料」では，計算式（1）が

高い適合率を示す事ができたが， 補足情報を挿入する対象を

「メインとなる食材」ではなく， 「調味料の分量」を対象とし

て補足情報を挿入するのであれば，計算式（4）も扱えると考え

られる．「調理動作」では，計算式（4）が適合率の高い計算式

だと考えられる結果となった．理由としては，動画全体が早送

りになっているため，重要度の高いものと低いものの映像時間

がアンバランスという特徴が起因したと考えられる．

今後の予定としては，補足情報を挿入する箇所の分析の精度

向上のために，ユーザのビデオ視聴履歴および視聴動作を含め

た分析を行い，本研究で得た結果との比較などを行う．また，

補足情報として他のレシピ動画を利用することも検討する．こ

の他にも，今後の検討事項としてあげられることは，ユーザイ

ンタフェースに関連する内容である．ユーザにとって必要な補

足情報をどのような形で表示するか言及ができていないため，

今後の研究を進めていくうえで，検討していく．

現在検討している対応策としては， 映像内部にて料理の補

足情報を既存のオープンキャプションに追加するほか， 音声

によって伝達を行うことも検討している．また，ユーザにとっ

て理解が困難であった調理動作の箇所を，他の料理動画で，同

じ調理動作を行っているものを挿入することも検討している．

これによってカメラのアングルの変化で，調理動作に対する理

解度を向上させることを狙いとしている．

5. お わ り に

本研究では，既存のショート料理動画に付与されているオー

プンキャプションを元に，料理で使用される食材や調味料，専



門用語や調理動作から調理動作の重みづけを行い，補足情報を

表示する個所を分析する．これらの工程を行った後に，ユーザ

の料理レベルに適合するアドバイスや調理動作の詳細な説明

や映像などのコンテンツを抽出する手法を提案した．今後は，

ユーザインタフェースについて考慮に入れながら，補助レシピ

情報として追加するコンテンツを検討する．
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